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韓国化学融合試験研究院との業務提携検討開始のお知らせ 
 
 
三菱化学メディエンス株式会社（本社：東京都港区、社長：吉原伸一、以下「三菱化学メディエンス」）

は、韓国化学融合試験研究院（本社：韓国・ソウル市、院長：趙基成、以下「ＫＴＲ」（Korea Testing & 
Research Institute））と、化学物質の安全性試験及び登録申請業務（以下「本業務」）に関する業務提携の

検討を開始するための覚書を昨日締結いたしましたのでお知らせいたします。今般の覚書締結は、2011
年７月以来、日韓両国における本業務の委受託を相互に行ってきた三菱化学メディエンスとＫＴＲが、

現在の世界的な化学物質の管理強化の環境を踏まえ、両国の化学品関連企業への一層のサービス向上に

資するため、更なる協力関係の構築を目指すものです。 
 

 

三菱化学メディエンスとＫＴＲの覚書調印 （2011 年 12 月 15 日） 

 

三菱化学メディエンスは、1973 年の化審法（化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律）制定以

前から、日本における化学物質の安全性試験を実施してきており、化審法制定以後は安全性試験に加え

て新規化学物質の行政機関への登録申請業務を受託するなど、日本を代表する実績をあげてきました。

また、ＫＴＲは、韓国を代表する試験･分析研究機関（知識経済部傘下の特殊法人）であり、申請や認

証支援などの業務を韓国のみならずドイツ･中国で展開しています。 
 
近年、化学物質管理規制は、環境保護の観点から、世界的に厳格化の方向にあります。欧州では 2007

年にＲＥＡＣＨ(*1)が施行され、上市・供給する既存および新規化学物質の登録が必要とされたほか、2012
年以降には、韓国・台湾において新たな関連法規制が実施されることが予定されています。こうした状 
 



 

 

況下、日韓の化学品関連企業は、自国内はもとより、輸出や事業の海外展開に際して各国の化学物質管

理規制に応じた適正な登録や継続的な管理が求められており、そのため試験機関においても、化学物質

管理規制のための支援サービスの対象国の拡大などの対応が必要となってきています。 
 

 
 
 
 
 
 
 

日本における新規化学物質の研究開発・安全性試験・登録申請・上市までのプロセス 

 
 
今後、三菱化学メディエンスとＫＴＲは、日韓のみならず、中国・台湾などのアジア地域から新興国

までの世界各国へ登録申請機能の拡大、および安全性試験の効率化の一層の向上を図るべく両社の試験

施設・海外拠点・試験項目の相互補完や新たなサービス体制の構築および業務の迅速化とコストパフォ

ーマンスの向上について協議してまいります。また、そのほかにも、あらたな需要が見込まれる化学物

質の環境に与えるリスク評価業務についても、日本のＪＩＰＳ(*2)や韓国のＫ－ＲＥＡＣＨ(*3)に幅広く対

応できる体制の構築を進めてまいる予定です。 
 
  
 
 
 
 
 
 
 

三菱化学メディエンス 安全性試験風景 

 
(*1) ＲＥＡＣＨ（Registration, Evaluation, Authorization and Restriction of Chemicals） 

欧州連合における人の健康や環境の保護のための欧州議会および欧州理事会規則。 
 
(*2) ＪＩＰＳ（Japan Initiative of Product Stewardship) 

日本化学工業協会で取り組んでいるリスク評価およびリスク管理をベースとした化学品管理の

ための化学工業界の自主的取り組み。 
 

(*3) Ｋ－ＲＥＡＣＨ 
   韓国で制定の動きがある新しい化学物質登録制度。日本の化審法と欧州ＲＥＡＣＨとを合わせた

ような法体系が検討されている。 
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【三菱化学メディエンス 概要】 

商 号 ： 三菱化学メディエンス株式会社 
本 社 ： 東京都港区芝浦四丁目 2 番 8 号 
代表者 ： 代表取締役社長 吉原伸一 
資本金 ： 30 億円 
売上高(連結) ： 783 億円（2011 年 3 月期） 
社員数(連結) ： 3,013 名（2011 年 3 月期） 
主な事業内容 ： 臨床検査(生化学的検査・血液学的検査・免疫学的検査・微生物学的検査・遺伝

子検査・病理学的検査・その他検査)、予防医学関連サービス、医療関連サービ

ス、体外診断用医薬品・体外診断用機器・試薬等の開発・製造・販売及び輸出入、

医薬品開発支援サービス（医薬品探索支援・非臨床試験・臨床試験）、ヒト細胞

による薬効・毒性評価、バイオマーカー測定と解析（タンパク質・遺伝子）、医

薬・農薬・化学品・食品添加物・化粧品等における安全性評価・環境影響評価

サービス、食の安全サポート、ドーピング検査 
 

【ＫＴＲ 概要】  
名 称 ： 韓国化学融合試験研究院 Korea Testing & Research Institute （ＫＴＲ） 

（特殊法人(知識経済部傘下) ） 
本 院 ： 韓国・ソウル 
代表者 ： 院長 趙基成 
売上高 ： 770 億ウォン 
従業員数 ： 550 名 
主な事業内容 ： 試験・分析・評価サービス (ISO 17025、GLP)、研究課題/政府プロジェクト、

教育訓練及びコンサルテイングサービス、輸入検査及び国際規制対応サービス

(輸入食品検査、REACH、RoHS 等)、安全検査、製品認証（Q-Mark、S Mark）、
標準規格開発（Korean Standards）等 

 
 
 
 

【 本件に関するお問い合わせ先 】 
 
プレスリリースに関して： 総務部総務グループ（広報担当）       TEL 03-6722-4010 
サービス内容に関して ： 創薬支援事業本部営業統括部門 東日本営業部 TEL 03-6722-4210 
                            西日本営業部 TEL 06-6204-8411 

 

 


